
 

 

第
一
七
八
回
史
跡
ウ
ォ
ー
ク 

チ
ー
ム
華 

『
北
の
玄
武
・
船
岡
山
周
辺
（
紫
野
）
を
歩
く
」 

平
安
京
の
玄
武
に
擬
さ
れ
、
造
営
の
基
準
点
に
さ

れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
船
岡
山
の
周
辺
地
域
は
、
紫

野
（
む
ら
さ
き
の
）
と
呼
ば
れ
、
「
京
の
七
野
」
の

一
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
平
安
時
代
の
歴
史
書

に
は
、
遷
都
の
翌
年
、
桓
武
天
皇
が
遊
猟
し
た
こ
と

が
記
さ
れ
て
お
り
、
春
に
は
宮
廷
官
人
が
若
菜
を
摘

み
、
歌
詠
み
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
加
茂
社
斎
王
の
御

所
で
あ
る
斎
院
も
置
か
れ
、
疫
病
を
鎮
め
る
御
霊
会

も
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
一
〇
〇
一
（
長
保
三
）
年

に
は
今
宮
神
社
が
創
建
さ
れ
、
鎌
倉
時
代
末
期
に
は

大
徳
寺
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
最
後
に
な
る
今

回
の
史
跡
ウ
ォ
ー
ク
は
、
船
岡
山
を
中
心
に
紫
野
周

辺
の
史
跡
を
訪
ね
ま
す
。 

 

●
日
時 

一
二
月
一
九
日
（
日
）
受
付
九
時
〜
九
時
半 

●
集
合 

下
柏
野
児
童
公
園
…
市
バ
ス
「
乾
隆
校
前
」

で
下
車
し
、
寺
之
内
通
を
西
に
五
～
六
分
ほ
ど
進
む

と
公
園
が
見
え
ま
す
。 

●
コ
ー
ス 

千
本
閻
魔
堂
～
上
品
蓮
台
寺
〜
近
衛
天

皇
火
葬
塚
〜
後
冷
泉
天
皇
火
葬
塚
〜
大
徳
寺
孤
蓬
庵

～
今
宮
神
社
〜
郁
芳
門
院
火
葬
塚
〜
船
岡
山
公
園
〜

建
勲
神
社
〜
常
磐
井
跡
～
雲
林
院
（
解
散
） 

会
員
の
皆
様
へ 

チ
ー
ム
華
の
会
員
は
八
時
に
、
そ
の
他
会
員
は
八
時 

半
に
集
合
お
願
い
し
ま
す
。 

 

      

船
岡
山
の
磨
崖
仏 

史
跡
船
岡
山
は
平
安
京
造
営
の
際
に
北
の
基
点
と

さ
れ
た
ほ
か
、
平
安
貴
族
の
祭
祀
や
遊
宴
が
た
び
た

び
な
さ
れ
た
場
所
で
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
西
麓
一

帯
の
蓮
台
野
は
、
東
山
の
鳥
辺
野
、
奥
嵯
峨
の
化
野
と

並
ん
で
京
都
三
大
風
葬
地
の
ひ
と
つ
で
し
た
。
こ
の

辺
り
に
は
、
近
衛
天
皇
、
後
冷
泉
天
皇
、
郁
芳
門
院
の

火
葬
塚
が
残
っ
て
お
り
、
葬
送
地
だ
っ
た
こ
ろ
の
面

影
を
残
し
て
い
ま
す
。 

 

そ
れ
を
反
映
し
て
か
、
船
岡
山
の
北
西
中
腹
一
帯

に
は
石
仏
や
五
輪
塔
が
ひ
っ
そ
り
と
祀
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
中
の
ひ
と
き
わ
大
き
な
岩
に
、
弘
法
大
師
爪

彫
り
不
動
と
呼
ば
れ
る
磨
崖
仏
が
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。

岩
肌
が
ひ
ど
く
摩
滅
し
て
像
容
は
は
っ
き
り
わ
か
ら

な
い
の
で
、
言
わ
れ
て
み
な
い
と
そ
の
ま
ま
通
り
過

ぎ
て
し
ま
い
そ
う
で
す
が
、
よ
く
見
る
と
仏
像
ら
し

き
お
姿
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
す
。
長
い
間
不
動

明
王
と
思
わ
れ

て
信
仰
さ
れ
て

き
ま
し
た
が
、
実

際
は
不
動
明
王

で
は
な
く
、
蓮
華

座
に
座
る
定
印

を
結
ん
だ
阿
弥

陀
仏
で
、
室
町
時

代
前
後
の
作
と

考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。 

 

船
岡
城
址
の
堀
と
土
塁
跡 

チ
ー
ム
華 

冨
永 

正
治 

 

船
岡
山
は
応
仁
・
文
明
の
乱
（
一
四
六
七-

一
四
七
七

）

と
永
正
八
年
（
一
五
一
一
）
の
二
度
に
わ
た
っ
て
戦
場

に
な
り
ま
し
た
。
前
者
で
は
西
軍
の
大
内
政
弘
ら
が

拠
点
と
な
る
船
岡
山
城
を
築
き
ま
し
た
が
、
応
仁
二

年
（
一
四
六
八
）
に
東
軍
の
細
川
勝
元
ら
に
三
方
か
ら

攻
め
落
と
さ
れ
ま
し
た
。
後
者
で
は
細
川
澄
元
ら
が

陣
取
り
、
丹
波
か
ら
入
京
し
た
足
利
義
尹
、
細
川
高
国

ら
の
軍
を
迎
え
撃
つ
も
、
敗
れ
て
逃
亡
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
応
仁
、
永
正
の
戦
跡
と
し
て
船
岡
山
の
西
側

中
腹
の
公
園
横
に
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
石
碑
の
上
あ
た
り
か
ら
岡
の
西
側
を
取
り
巻

く
よ
う
に
三
百
ｍ
に
わ
た
っ
て
土
塁
と
堀
が
か
な
り

明
瞭
に
残
っ
て
い
て
、
山
頂
の
本
丸
跡
と
言
わ
れ
る

平
坦
地
を
含
め
、
曲
輪
跡
と
思
わ
れ
る
平
坦
地
も
随

所
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

山
城
跡
は
京
都
市
の
周
り
の
山
に
数
多
く
残
っ
て

い
ま
す
が
、
船
岡
山
の
よ
う
に
身
近
に
五
百
年
も
前

の
城
跡
が
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

意
味
で
貴
重
な
遺
跡
と
言
え
ま
す
。 

             

 

 

京都史跡ガイド 

ボランティア協会 

会長 山田久男 
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清
閑
寺
と
小
督
局 

 
 

 
 

 
 

 

チ
ー
ム
彩 

 

湖
城 

祥
夫 

今
年
の
六
月
、
初
め
て
東
山
の
清
閑
寺
に
お
参
り

し
ま
し
た
。
清
閑
寺
は
、
平
安
中
期
に
第
六
十
六
代
・

一
条
天
皇
の
勅
願
寺
と
な
り
、
盛
時
に
は
清
水
寺
と

並
ぶ
ほ
ど
の
大
寺
だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
今
は
ひ
っ

そ
り
と
静
か
な
お
寺
で
す
。 

 

こ
の
お
寺
は
、
平
安
末
期
の
第
八
十
代
・
高
倉
天
皇

（
後
白
河
天
皇
の
皇
子
）
と
、
小
督
局
（
こ
ご
う
の
つ

ぼ
ね
）
ゆ
か
り
の
お
寺
で
も
あ
り
ま
す
。 

 

高
倉
天
皇
の
中
宮
（
皇
后
に
相
当
）
が
、
平
清
盛
の

娘
・
徳
子
（
建
礼
門
院
）
で
あ
る
こ
と
は
有
名
で
す
が

、
小
督
局
が
高
倉
天
皇
に
お
仕
え
す
る
と
、
小
督
局
は

天
皇
の
ご
寵
愛
を
一
身
に
集
め
ま
し
た
。 

 

こ
れ
に
権
力
者
・
清
盛
が
激
怒
。
高
倉
天
皇
と
の
間

に
、
範
子
内
親
王
が
生
ま
れ
る
と
、
小
督
局
は
宮
中
を

追
わ
れ
、
清
閑
寺
で
出
家
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

皇
子
の
第
八
十
一
代
・
安
徳
天
皇
（
ご
生
母
は
中
宮

徳
子
）
に
譲
位
さ
れ
た
高
倉
上
皇
は
、
翌
年
、
御
年
二

十
一
歳
（
満
十
九
歳
）
で
崩
御
さ
れ
ま
し
た
。 

 

清
閑
寺
の
駒
札
（
説
明
書
き
）
に
よ
り
ま
す
と
、
高

倉
上
皇
は
「
私
が
亡
く
な
っ
た
ら
小
督
局
の
い
る
清

閑
寺
に
葬
る
よ
う
に
」
と
遺
詔
（
ご
遺
言
）
さ
れ
、
境

内
に
御
陵
が
定
め
ら
れ
た
そ
う
で
す
。 

 

時
代
は
下
っ
て
幕
末
に
な
る
と
、
清
水
寺
成
就
院

の
住
職
で
、「
勤
王
僧
」
と
い
わ
れ
た
月
照
と
、
薩
摩

の
西
郷
隆
盛
が
、
こ
の
寺
に
あ
っ
た
茶
室
「
郭
公
亭
」

で
密
か
に
会
談
し
ま
し
た
。 

 

清
閑
寺
か
ら
、
今
で
も
ほ
と
ん
ど
人
通
り
の
な
い

山
中
の
道
を
七
、
八
分
も
歩
く
と
清
水
寺
に
到
着
し

ま
す
。
清
水
寺
か
ら
ほ
ど
近
く
、
し
か
も
目
立
た
な
い

こ
の
寺
の
茶
室
は
、
密
談
に
は
格
好
の
場
所
だ
っ
た

の
で
し
ょ
う
。 

 
 

 

京
の
佐
久
間
象
山 

チ
ー
ム
雅 

島
田 

宗
人 

 

象
山
は
、
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
三
月
幕
命
に
よ

り
京
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。
こ
の
時
期
の
京
は
、
前
年
八

月
の
政
変
で
追
放
さ
れ
た
「
破
約
（
安
政
の
通
商
条
約
）

攘
夷
」
を
唱
え
る
長
州
藩
と
公
家
が
、
勢
い
を
回
復
す

べ
く
画
策
し
て
い
ま
し
た
。
幕
府
側
は
、
京
都
守
護
に

松
平
容
保
を
任
じ
て
、
配
下
に
新
選
組
を
置
き
治
安

を
担
わ
せ
ま
す
。 

 

将
軍
後
見
職
一
橋
慶
喜
の
意
は
、
象
山
の
開
国
進

取
策
を
以
て
、
攘
夷
派
公
家
の
説
得
を
行
い
、
公
武
合

体
で
海
陸
兵
備
の
改
善
を
成
す
こ
と
に
あ
り
ま
し
た
。

上
洛
し
た
象
山
は
、
家
茂
に
拝
謁
し
て
、
中
川
宮
と
山

階
宮
を
数
次
に
わ
た
り
訪
れ
、
公
武
合
体
の
推
進
と

朝
廷
内
に
開
国
論
を
理
解
さ
せ
る
策
を
展
開
し
ま
す
。 

同
年
六
月
池
田
屋
で
京
の
撹
乱
を
謀
っ
て
い
た
尊

攘
派
の
面
々
が
新
選
組
に
討
た
れ
る
と
、
長
州
藩
で

は
挙
兵
論
が
沸
き
上
が
り
、
六
月
下
旬
に
伏
見
、
山
崎
、

嵯
峨
に
布
陣
し
ま
す
。
象
山
は
、
禁
裏
に
迫
る
長
州
勢

か
ら
天
皇
を
守
る
べ
く
彦
根
へ
の
動
座
を
献
言
し
ま

す
。
尊
攘
激
派
は
こ
れ
を
知
る
と
、
象
山
を
国
賊
と
目

し
ま
す
。
七
月
十
一
日
、
三
条
木
屋
町
の
自
宅
煙
雨
楼

に
帰
着
す
る
手
前
で
、
肥
後
藩
士
河
上
彦
斎
他
の
刺

客
団
に
よ
っ
て
命
を
落
と
し
ま
し
た
。
長
州
藩
が
御

所
を
襲
撃
す
る
禁
門
の
変
が
起
こ
る
の
は
、
そ
の
一

週
間
後
で
し
た
。 

 

象
山
の
外
国
に
対
す
る
考
え
方
は
、「
夷
の
術
を
以

て
夷
を
制
す
る
」
に
あ
り
ま
す
。
日
本
が
国
力
を
つ
け
、

技
術
を
得
る
に
は
、
外
国
か
ら
文
明
を
取
入
れ
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
の
国
体

は
公
武
合
体
を
是
と
し
て
い
ま
す
。
著
書
『
省
諐
録

（
せ
い
け
ん
ろ
く
）
』
で
、「
四
十
以
降
は
乃
ち
五
世
界

に
繋
が
り
あ
る
を
知
る
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
自
分
の

考
え
は
世
界
に
繋
が
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
象
山
の

気
概
と
使
命
感
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。 

私
の
横
顔 

（
会
員
、
賛
助
会
員
紹
介
） 

▼
名
前 

前
田 

信
行 

▼
出
身
地 

京
都
生
ま
れ
の
京
都
育
ち
で
す
が
、
仕

事
で
は
、
富
山･

金
沢･

野
洲･

出
雲･

岡
山･

盛
岡
と

色
々
な
土
地
で
大
半
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

▼
歴
史
上
の
好
き
な
、
ま
た
は
嫌
い
な
人
物
、
史
跡
と
、

そ
の
理
由 

偏
っ
た
歴
史
小
説
フ
リ
ー
ク
な
の
で
笑
、

高
杉
晋
作･

坂
本
龍
馬･

黒
田
官
兵
衛
な
ど
の
幕
末
と

戦
国
の
人
物
と
史
跡
が
好
き
で
す
。 

若
い
時
は
関
西
人
と
し
て
家
康
が
嫌
い
で
し
た
が
、

昨
今
は
家
康
ゆ
か
り
の
城
巡
り
な
ど
を
し
て
知
識
を

深
め
理
解
し
よ
う
と
努
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
笑
。 

▼
趣
味
（
特
技
） 

阪
神
フ
ァ
ン
。
サ
ッ
カ
ー･

ラ
グ

ビ
ー
観
戦
。
読
書
。
映
画
鑑
賞
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
鑑

賞
。
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
。
旅
行
（
国
内
外
）
。 

今
後
、
時
間
が
出
来
れ
ば
、
楽
器
演
奏
も
思
案
中
で

す
（
元
吹
奏
楽
部
。
但
、
楽
譜
は
読
め
ま
せ
ん
笑
） 

 お
知
ら
せ 

★ 

第
一
七
九
回
ウ
ォ
ー
ク 

一
月
二
三
日
（
日
） 

旧
鞍
馬
街
道
を
歩
き
ま
す 

チ
ー
ム
雅 

叡
山
電
鉄
「
京
都
精
華
大
前
駅
」
か
ら
雀
塚
の 

更
雀
寺
や
深
泥
池
な
ど
を
訪
ね
ま
す 

★ 

第
一
八
〇
回
ウ
ォ
ー
ク 

二
月
二
〇
日
（
日
） 

山
科
か
ら
旧
渋
谷
街
道
を
経
て
京
・
馬
町
へ 

チ
ー
ム
彩 

山
科
駅
前
か
ら
古
く
か
ら
の
古
道 

「
渋
谷
街
道
」
沿
い
の
古
刹
を
訪
ね
歩
き
ま
す
。 

★ 

冬
季
ガ
イ
ド
研
修
会 

研
修
企
画 

今
井 

満 

知
識
を
深
め
た
い
会
員
・
賛
助
会
員
の
研
修
で
す
。 

●
一
二
月
二
五
日
（
土
）
ひ
と
ま
ち
交
流
館
第
二
会
議 

 

室
午
前
九
時
半
か
ら
一
一
時 

講
師 

富
永
正
治 

●
一
月
三
〇
日
（
日
）
ひ
と
ま
ち
交
流
館 

第
三
会
議 

室
午
後
一
時
半
か
ら
三
時 

講
師 

奥
西
不
二 

※
研
修
内
容
は
、
後
日
に
案
内
し
ま
す
。 

2 

第 261 号          ふれあい通信         2021 年 12 月 1 日 



「
東
九
条
界
わ
い
、
歴
史
を
感
じ
る
と
こ
ろ
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

京
都
の
地
味
な
話 

チ
ー
ム
彩 

 

奥
西 

不
二 

                                 

こ
の
地
域
は
と
く
に
観
光
地
で
も
な
く
、
人
々
の

暮
ら
し
が
日
々
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
だ
け
の
場
所
で

す
。
最
近
は
ホ
テ
ル
の
新
築
ラ
ッ
シ
ュ
で
少
し
景
観

が
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
が
。
平
安
末
期
か
ら
院
政
期

に
は
公
家
や
武
家
の
屋
敷
が
点
在
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
名
残
を
感
じ
さ
せ
る
と
こ
ろ
を
紹
介
し
ま
す
。 

①
平
盛
国
邸
跡
、
平
清
盛
終
焉
・
高
倉
天
皇
誕
生
地
の

場
所
を
示
す
看
板 

盛
国
邸
は
八
条
通
り
の
東
端
に
あ
り
、
梅
小
路
公

園
あ
た
り
に
あ
っ
た
清
盛
邸
（
西
八
条
邸
）
ま
で
平

家
一
門
の
屋
敷
が
点
在
し
て
い
ま
し
た
。 

      

②
新
宮
神
社 

九
条
家
の
祖
、
兼
実
の
屋
敷
が
九
条
河
原
町
の
北

に
あ
り
邸
内
に
大
き
な
森
が
あ
り
ま
し
た
。
当
時
盛

ん
に
な
っ
て
い
た
熊
野
信
仰
に
あ
や
か
っ
て
勧
請
し

ま
し
た
。
そ
の
後
九
条
家
は
撤
退
し
ま
し
た
が
、
稲
荷
、

春
日
、
八
幡
の
神
々
を
合
祀
し
て
地
域
の
守
護
神
社

と
な
り
ま
し
た
。
現
在
は
吉
祥
院
天
満
宮
が
祭
祀
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

           
③
宇
賀
神
社 

 

藤
原
氏
の
祖
、
鎌
足
の
ゆ
か
り
の
と
こ
ろ
で
す
。
鎌

足
が
こ
の
地
を
訪
れ
、
金
爾
を
埋
め
た
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
京
都
で
も
平
安
京
が
出
来
る
以
前
と
い
う
こ

と
で
か
な
り
古
い
神
社
と
い
え
ま
す
が
、
創
建
の
履

歴
な
ど
は
不
明
で
す
。
も
と
は
地
元
の
地
主
神
社
と

し
て
地
域
の
崇
敬
を
集
め
て
い
た
と
い
え
ま
す
。 

          

④
長
谷
川
家
住
宅 

 
 

長
谷
川
家
は
よ
く
ご
存
じ
の
方
も
多
い
と
思
い

ま
す
。
築
後
約
二
百
八
十
年
を
迎
え
「
歴
史
・
文
化
・

交
流
の
家
」
と
し
て
文
化
活
動
の
拠
点
に
な
っ
て

い
ま
す
。
京
町
家
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
江
戸
時
代

の
豪
農
の
姿
を
残
し
て
い
ま
す
。 

⑤
城
興
寺 

洛
陽
三
十
三
所
霊
場
で
真
言
宗
の
お
寺
で
す
。
平

安
時
代
は
藤
原
氏
の
伝
領
地
で
し
た
。
後
に
平
家
に

奪
わ
れ
ま
し
た
が
平
家
滅
亡
後
は
延
暦
寺
の
管
理
下

に
お
か
れ
、
応
仁
の
乱
で
焼
失
し
真
言
宗
に
改
宗
し

再
建
さ
れ
た
。
境
内
の
薬
院
社
は
施
薬
院
の
名
残
で
、

長
く
地
元
の
東
九
条
の
人
々
に
崇
敬
さ
れ
て
い
ま
す
。 

⑥
旧
九
条
湯 

最
後
に
ご
紹
介
す
る
の
は
十
年
前
ま
で
銭
湯
だ
っ

た
旧
九
条
湯
で
す
。
将
来
に
残
し
た
い
と
こ
ろ
で
銭

湯
の
営
業
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
レ
ス
ト
ラ
ン
と
し
て

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
浴
槽
の
中
で
食
べ
る
「
バ
タ
ー

醤
油
チ
キ
ン
カ
レ
ー
」
は
絶
品
で
す
。 

＊点線で囲んだところは摂関家のひとつ九

条家の本拠地で、九条に屋敷をかまえたの

で藤原姓から九条姓に変わりました。 

＊九条家の別称は陶化殿で、東京に転居する

まで九条に別邸があり、維新後に小学校に

転用され後に陶化小学校になりました。 

＊竹田街道には路面電車走っていました。稲

荷大社や中書島へ行くには利便がよかっ

たです。 

＊牛車は九条通りを東進し、広い河原を横

切って仮橋を渡ると紀伊郡です。法性寺街

道を南進して伏見から宇治へ向かいまし

た。 

＊盛国は清盛の

側近中の側近で

政権を影で支え

ていました。  

＊九条河原町西南角か

ら一筋目にある石碑、こ

の路地の奥にあります。 

＊
竹
田
街
道
の
札
辻
に
あ
る

石
碑 

明
治
・
大
正
期
に
は
大

変
賑
わ
っ
た 
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面
白
発
見 

 
太
秦
に
あ
っ
た
千
石
船 チ

ー
ム
雅 

秋
房 

麻
理 

 

右
京
区
役
所
の
近
く
に
千
石
荘
公
園
と
い
う
児
童

公
園
が
あ
り
ま
す
。
か
つ
て
こ
こ
に
は
公
園
の
名
前

の
由
来
と
も
な
っ
た
千
石
船
「
長
栄
丸
」
が
置
か
れ
て

い
ま
し
た
。
若
狭
と
北
海
道
間
を
定
期
運
行
し
て
い

た
長
栄
丸
は
、
そ
の
役
目
を
終
え
転
売
さ
れ
て
、
大
正

一
四
年
に
太
秦
の
地
元
の
実
業
家
篠
田
幸
二
郎
邸
内

の
庭
園
に
移
さ
れ
ま
し
た
。
翌
年
に
は
近
く
の
「
天
塚

古
墳
」
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
皇
太
子
夫
妻
が
見
学
に

来
ら
れ
た
際
に
こ
こ
に
も
立
ち
寄
ら
れ
千
石
船
を
ご

覧
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。 

そ
の
後
昭
和
一
四
年
に
庭
園
と
千
石
船
は
京
都
市

に
寄
付
さ
れ
、
庭
園
は
児
童
公
園
と
な
り
千
石
船
は

一
般
に
公
開
さ
れ
ま
し
た
。
千
石
船
は
昭
和
二
五
年

の
台
風
で
壊
れ
、
撤
去
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
当
時
の

写
真
と
由
緒
の

碑
が
残
さ
れ
て

い
ま
す
。「
清
水

庵
の
主
人
」
篠

田
幸
二
郎
は
、

碑
文
の
中
で
も

京
都
の
よ
う
な

四
方
が
山
の
地

で
は
千
石
船
の

よ
う
な
船
を
見

る
こ
と
も
で
き

な
い
だ
ろ
う
か

ら
、
文
化
と
し

て
後
世
に
船
を

伝
え
た
い
と
言

っ
て
い
ま
す
。 

逢
坂
の
関
か
ら
山
科
奈
良
街
道
へ
（
感
想
） 

チ
ー
ム
葵 

古
谷 

正
弘 
 

 

逢
坂
の
関
は
三
関
の
一
つ
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、

坊
主
め
く
り
最
大
の
悪
役
蝉
丸
の
ほ
か
、
清
少
納
言

や
醍
醐
天
皇
の
叔
父
さ
ん
に
ま
で
歌
に
詠
ま
れ
る
く

ら
い
注
目
度
の
高
い
関
所
で
し
た
。
ま
た
東
海
道
は

た
く
さ
ん
の
荷
物
を
積
ん
だ
牛
車
が
車
道
を
行
き
か

い
、
大
津
絵
や
縫
い
針
、
走
井
餅
が
名
物
と
な
る
ほ
ど

経
済
で
潤
う
土
地
で
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

今
回
の
ウ
ォ
ー
ク
は
、
そ
う
し
た
歴
史
を
思
い
起

こ
さ
せ
る
の
に
十
分
な
材
料
が
揃
っ
た
コ
ー
ス
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
天
気
も
ま
あ
ま
あ
、（
唯
一
、
事
故

が
最
大
の
不
幸
で
は
あ
る
の
で
す
が
）
皆
さ
ん
楽
し

ん
で
頂
け
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

今
回
の
下
見
・
本
番
で
何
度
か
歩
い
た
中
で
、
私
が

印
象
に
残
っ
た
場
所
を
紹
介
し
ま
す
。
左
の
写
真
で

す
。 山

科
街
道
に
沿
っ
て
、
右
側
（
西
側
）
に
あ
り
ま
す
。

大
き
な
燈
籠
が
目
立
ち
ま
す
が
、
旧
道
標
が
あ
り
、
変

わ
っ
た
形
の
燈

籠
、
隠
れ
キ
リ

シ
タ
ン
の
燈
籠

が
あ
り
ま
す
。

最
初
何
か
の
史

跡
か
と
思
い
ま

し
た
。
主
人
の

単
な
る
趣
味
の

よ
う
で
す
。
他

に
も
い
ろ
ん
な

物
を
自
宅
前
に

置
い
て
い
る
家

が
あ
り
、
こ
の

界

隈

の

豊

か

さ
、
余
裕
を
感

じ
ま
し
た
。 

平
城
京
跡
と
西
大
寺
の
研
修 

企
画
研
修 

今
井 

満 

ス
ス
キ
の
揺
れ
る
平
城
宮
跡
か
ら
西
大
寺
を
専
任

ガ
イ
ド
島
田
宗
人
の
案
内
で
、
会
員
・
賛
助
会
員
の
総

勢
一
八
名
が
歩
き
ま
し
た
。 

第
一
次
大
極
院
を
バ
ッ
ク
に
集
合
写
真
に
納
ま
り
、

藤
原
京
か
ら
遷
都
し
た
訳
に
頷
き
、
紅
葉
の
鮮
や
か

な
東
院
庭
園
か
ら
朱
雀
門
へ
大
路
が
延
々
と
四
キ
ロ

余
に
柳
の
街
路
樹

が
続
く
謂
れ
や
、
長

屋
王
木
簡
に
あ
る

国
や
保
存
活
動
の

歴
史
を
学
び
ま
し

た
。 最

後
は
奈
良
の

人
も
あ
ま
り
知
ら

な
い
と
い
う
西
大

寺
奥
の
院
に
あ
る

叡
尊
の
五
輪
塔
に

詣
で
て
大
き
さ
に

驚
き
つ
つ
近
鉄
西

大
寺
駅
で
解
散
し

ま
し
た
。 

安
全
第
一 

 

 

先
月
の
史
跡
ウ
ォ
ー
ク
で
参
加
し
て
お
ら
れ
た
方

が
転
倒
負
傷
し
、
救
急
車
の
お
世
話
に
な
る
事
故
が

起
こ
り
ま
し
た
。
現
場
は
庭
園
内
の
足
場
が
悪
い
散

策
路
で
は
あ
り
ま
し
た
が
こ
れ
か
ら
も
高
齢
や
体
の

不
自
由
の
方
も
安
心
し
て
参
加
で
き
、
楽
し
い
思
い

出
を
持
っ
て
お
帰
り
頂
け
る
よ
う
会
員
一
同
更
に
安

全
に
気
を
引
き
締
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

な
お
、
事
故
後
は
、
会
員
の
自
家
用
車
で
送
迎
、

保
険
適
用
の
問
い
合
わ
せ
な
ど
迅
速
丁
寧
な
対
応
を

取
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 
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